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◎文化・芸術（文化的活動） 

・年中無料開放して自由に使ってもらう 

・パフォーマンスの練習・研究の場 

※ 既存施設との重複を避け差別化が必要 

本庁舎跡地 

◎商業（消費活動） 

・柳ケ瀬商店街にもメリットがある機能 

・居住者増のためには、生活便利施設が

必要 

◎イベント・場の提供 

・文化イベントの開催（文化的活動） 

・物産展の開催（消費活動） 
 

◎仕事・雇用創出（企業活動） 

・個性ある仕事ができる場 

・創造的な産業の振興 

・次の仕事の経験、学び、チャレンジ 

◎日常生活の安心・安全 

・防災研修や体験学習等を行う場 

・非常時には防災機能を発揮（地域防災力

の強化） 

※ メディアコスモスの隣の防災公園を考慮 

◎居住促進 
※ 高齢者の都心居住は、高齢者福祉の効率

的な推進に寄与 

◎居住支援 

・柳ケ瀬利用者とリンクした子育て支援 

◎教育 

・学生を集めて波及効果を期待 

◎回遊促進（動線の確保） 

・回遊する上での誘導拠点 

・街路樹の利用 

・休憩ができる場 
※ 南北だけでなく、東西方向に生活・商業

を集中させられると良い 

促進 

南庁舎跡地 
※ 柳ケ瀬と

の関連性 

※ メディア

コスモスと

の関連性 

にぎわい創出 にぎわい促進 

・公園 ・広場 

･･･他の機能・施設は？ 

オープンスペース（空き地） 

◎文化・芸術 

◎イベント 

◎商業 

◎日常生活の安心・安全 

◎居住支援 

施 設 （ 建 築 物 ） 

◎居住促進 

・高齢者等居住施設 

・コンドミニアム 

◎文化・芸術 

・劇場 ・パブリックシアター 

・スタジオ 

・子育て支援施設 
◎教育 

・教育施設 

◎商業 ◎回遊促進 

・柳ケ瀬アンテナショップ 

(まちの駅) 

・トイレ 
 ※ トイレは回遊促進のみ 

 

◎日常生活の安心・安全 

・防災センター 

（防災学習施設） 

◎仕事・雇用創出 

・IT等の創造的な産業の振興施設 

公
共 

民
間 

中心市街地(柳ケ瀬～つかさのまち)のにぎわいの創出 

にぎわいの質、形 

◆文化的活動によるにぎわい 

 文化や芸術に対する若い人の熱望を湧きあ

げる 

◆消費活動によるにぎわい 

 商業施設(地区)として人を呼び寄せる 

◆企業活動によるにぎわい 

 仕事、雇用の創出により継続的に繁栄する 

          ･･･他のにぎわいは？ 
 

にぎわいの集客範囲、対象者 

◆まちなか居住者 

  住民が少なくてはまちづくりができ

ない 

◆岐阜市民（全域） 

  柳ケ瀬を好んで訪れる人を引き込む 

◆市外・県外の人 

  中京圏をはじめ、全国、世界から集

客できればにぎわいの創出になる 

跡
地
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性 

  

理想とするまちづくり（デザインテーマ） 

◆人にやさしいまちづくり 

◆歴史を大事にしたまちづくり 信長のまちづくり（楽市楽座等）を参考に 
◆長良川の伏流水を利用したまちづくり 

 

機
能
イ
メ
ー
ジ 

機
能
イ
メ
ー
ジ
か
ら
想
定
さ
れ
る
施
設
等
の
イ
メ
ー
ジ 

跡
地
活
用
の 

目
的 

 ◆集約型まちづくり 

◆行財政効率化 

 

◇ 現実的な議論が必要 

    ・費用以外の様々なことも考慮する 

    ・岐阜市の身の丈に合った企画でないと、市民から受け入れてもらえない 

◇ 土地の公共性が重要 
    ・公共財産としての土地を大切に考えなければならない 

◇ 周辺施設の動向に注目 
・岐阜髙島屋や商工会議所など柳ケ瀬の集客施設の動向も踏まえて検討しなければならない 

・できれば居住者を増やしたい（居住施設） 

・今後も残る創造性のある仕事ができる場（産業振興施設） 

・全国、世界から集客できれば、にぎわいの創出に（劇場） 

・人材育成のためにパフォーマンスを披露するまでの練習・研
究ができる場（スタジオ） 

・まずは人を呼び寄せられるまちに（商業施設） 
・柳ケ瀬の出店者に安く場所を提供してアンテナショップを出
店してもらうことは、楽市の考え方にも繋がる（まちの駅） 

・県を代表する施設を造れば、子どもが勉強に来るし、他県か
らも見学に来る（防災センター） 

・柔軟性があり、将来必要な施設を造ることが可能 
・コンペを開催し今までなかった世界一の公園を造る 
・公園にグリーンインフラの考え方を取り入れる 
・にぎわいをつくり、非常時には防災機能も発揮できる
公園というのはおもしろい 

・新しい芸術の可能性を探るためには、公園の場を提供
することによって参加する芸術をつくっていくことは
非常に大事 

・一般市民がイベントを開催できるような場、県内の物
産展を開催するような場 

留
意
事
項 

本
日
の 

論 

点 

（１）導入機能・施設のイメージについて 
   ⇒ 機能・施設の深堀り 

（２）留意事項について 
   ⇒ 整備水準・時期、優先度 

上位関連計画 

◎居住支援 

・公共公益的施設 

◎イベント 

 

 

 

◎商業 

・商業施設 

◆整備機能・水準と時期 
・ひとまず公園などとして土地をリザーブし、

施設（建築物）整備は時間をかけて検討 
・まず起爆剤となるような施設を点として 

整備し、波及効果でにぎわいにつなげる 

◆行政の費用負担 
・ハコモノ行政は市民の理解を得られない 

・市の税金を使いながら、市民以外の人にサービスを 

することは議論になる可能性 

・特徴的な劇場など振り切った施設（建築物）で 

 人を集める 

・本来多様である様々なにぎわいをまとめ、目玉

となる特化したものが必要 

（３）施設の絞り込みのための考え方について 

    ※ 絞り込みに必要な情報など 

 


